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 Web 掲示板やWeblog といったツールが普及するにつれ、
Web は、世の中の関心を反映する新しいメディアとしても
注目されるようになってきた。Web からの情報抽出・知識
抽出の代表的なものに、評判情報の抽出がある。評判情報抽

出のようにある特定のオブジェクト（組織、製品、人物など）

に着目する場合、まずそのオブジェクトがどのように参照さ

れているかという情報を基に、オブジェクトに関するWeb 
ページを収集する必要がある。ここで問題となるのが、一般

的なWeb 文書では、あるオブジェクトは公的・正式な名称
だけでなく様々な呼び名で参照される、という点である。本

研究ではオブジェクトの正式名以外の「参照のされ方」を「呼

称」と呼ぶ。例えば、人物であれば姓、名、所属と肩書の組

合せ、ニックネームなどが考えられるだろう。本研究は、オ 
ブジェクトのうち「人物」に着目し、人物の呼称を抽出する

ことを目的とする。本論文では、人物のフルネームが出現す

るパターンを手がかりにWeb コーパスより人物の呼称を抽
出する手法を提案し、実際の人物を対象に行った評価実験に

ついて述べる。 
 
The web has gained much attention as new media  

ecently due to the proliferation of tools such as bulletin 
boards and weblogs. Reputation information extraction is 
one of the major research topics in information extraction 
and knowledge extraction from the web. Collecting web 
pages about a target object is needed for reputation 
information extraction. A big problem for collecting web 
pages is that objects are refered to by various ways in 
general web documents. For example, a person may be 
refered to by the full name, the first name, affiliation and 
title, or nicknames. In this paper, we propose a method for 
extracting these mnemonic names of a person from the 
Web coupus and show experimental results for some 
people. 
 

1. はじめに 
インターネット技術の発達は、個人に、大手メディアを介

さず情報を発信する多くの手段をもたらした。その主なもの

として、Web 上の掲示板や Weblog 等があげられる。様々
な情報発信サービスが普及するにつれ、Web は、世の中の
関心を反映する新しいメディアとしても注目されるように

なってきた。 
Web から有用な情報を抽出したいという需要は高く、こ

れまで様々な研究がなされてきたが、代表的なもののひとつ
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に評判情報の抽出がある[5], [6]。評判情報抽出では、ある特
定のオブジェクト（組織、製品、人物など）に関して人々が

どのような評価をしているか、という情報(評価表現) をオブ
ジェクトを指す文字列(製品名など) の周辺テキストから抽
出する。そのため、あるオブジェクトに着目する際には、ま

ずそのオブジェクトがどのように参照されているのかとい

う情報を基に、オブジェクトについての記述を集める必要が

ある。既存の評判情報抽出では、製品名などオブジェクトの

正式名称周辺のテキストから、そのオブジェクトに関する評

価表現を抽出している。 
評判情報のような局所的な情報の収集だけでなく、特定の

オブジェクトに特化した話題の抽出も今後重要になってく

ると考えられる。例えば人物を考えると、情報源として人物

情報データベース、Wikipedia、公式HP などがあるが、こ
れらには基本的に静的・公式な情報が掲載されている。一方、

その人物に関する最近の話題、というような情報は動的で非

公式であるため、これらの情報源からは得られない。動的・

非公式な情報を得るためには、blog 記事などを含めた全
Web スペースを考慮する必要がある。また非公式な情報で
あることから、「どのような話題があるか」に加え「その話

題がどの程度関心を集めているか」も重要であろう。筆者ら

は[9] で blog を対象として人物に関するトピック抽出を行
い、その規模(記事数) を推測する手法を提案した。 
このように特定のオブジェクトに関する情報収集や知識

抽出を行う場合に問題となるのが、一般的な Web 文書を対
象にした場合、１つのオブジェクトが様々な方法で参照され

る、という点である。例えば人物の場合、ある人物の参照の

され方はフルネーム、姓、名、所属と肩書の組合せ、ニック

ネームなど様々である。本論文では以下、こうしたオブジェ

クトの正式名以外の「参照のされ方」を「呼称」と呼ぶ。特

に、クレームや悪い評価などを記述する際には、フルネーム

ではなく別の呼び名が用いられることも多い。オブジェクト

には組織などいくつかあるが、本研究では、「人物」に着目

する。人物に関する呼称のうち、姓などは自明であるが、そ

れ以外の呼称を収集することは一般に容易ではない。本研究

の目的は、Webコーパスより人物の呼称を抽出することであ
る。呼称の抽出には、人物のフルネームが出現するパターン

を手がかりとして用いる。 
 

2. 関連研究 
 データクリーニングや異種情報源統合のために、これまで、

異なるデータベース上の重複レコードを抽出する Duplicate 
detection に関する多くの研究がなされてきた[3], [4]。その
応用として、最近では、Web上の異なる情報源を統合するた
め、表記のゆれを解決するオブジェクト識別の研究が行われ

ている[1]。これらは基本的に、レコード属性の類似度を利用
しており、データベースのスキーマやHTML のテーブルタ
グ等のメタデータを必要とする。 
 [2] は、オブジェクト識別を Personal Information 
Management(PIM) に適用している。[2] は個人の PC上の
ファイルを解析し、論文・人物・会議など複数オブジェクト

の依存関係を利用してオブジェクト識別を試みる。 
 その他、日本語プレーンテキスト(Web 文書) を対象とし
たものとして、文書クラスタリングとプロファイル情報を利

用し、Web 検索時に同姓同名の人物を識別する手法も提案
されている[7], [8]。ただし、本研究のように、テキストから
ある人物に関する別の呼び名を抽出する研究はこれまでな
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されていない。 
 
3. 人物の呼称抽出 
3.1 基本アイディアと提案手法の概要 
 本節では、Web コーパスより、人物の呼称を抽出するた
めの提案手法について述べる。提案手法は、以下の２つのヒ

ューリスティクスを背景とする。 
 • 文字列alias が、fullname という名前の人物の呼称で
あることを述べる際、日本語では”alias「こと」fullname” 
と表現する。1

 ・人物のフルネームと呼称は、同様なコンテクスト中に出

現することが多い。ここで、コンテクストとはフルネーム及

び呼称に隣接する文字列のことを指す。すなわち、Web コ
ーパス中に文字列 “prefix fullname”, “fullname suffix” が
あったとき、fullname の部分を alias と置き換えた文字列 
“prefix alias”, “alias suffix”という文字列も Web コーパス
中に出現する可能性が高い。 
 これらを踏まえた提案手法の大まかな流れは次のように

なる。 
（ 1 ） Web コーパスより、対象人物の呼称候補を抽出す
る。 
（ 2 ） Web コーパスより、フルネームと隣接する文字列
(prefix および suffix パターン) を抽出する。 
さらにフルネームとパターンの関連の強さを基に重みづけ

を行い、重要なパターンを「隣接パターン」として選択する。

（ 3 ） (2) で抽出した隣接パターンと Web コーパスを用
いて (1) で抽出した呼称候補を評価し、評価値の高い候補上
位 k件を呼称として出力する。 
提案手法の流れを、図 1 に示す。 
以下では、呼称候補抽出、隣接パターン抽出、呼称候補の

評価の詳細について述べる。 

 
図 1  提案手法の概要 

Fig.1  Overview of the proposed method 
 

3.2 呼称候補抽出 
 日本語では、ある人物の別名や愛称を記述する際に、よく” 
○○こと fullname” という表現が用いられる。したがって、
「こと fullname」という文字列の直前に出現する文字列は、
その人物の呼称である可能性が高い。また、それが一般的に

使われる呼称であれば、Web コーパス上に何度も出現する
であろう。以上を踏まえ、次のように呼称候補を抽出する。

（ 1 ）「こと fullname」という文字列をクエリとして Web 
検索を行い、URL リスト(N 件) を取得する。 
（ 2 ） URL リストのWeb ページを取得・解析し、「こと
                                                  

t
t t t

1 以下、対象人物のフルネーム文字列をfullname と表記する。 

fullname」という文字列の直前に出現する文字列<t1t2...tn>
を得る。( 1, t2, ..., tn は形態素) 
（ 3 ） <t1 2...tn>の部分文字列t1t2..tn, t2 3.. n,..., tn−1tn, tn 
のうち、最初の単語が名詞であるものを呼称候補とし、取得

したWeb ページ群中での出現回数をカウントする。 
（ 4 ） 抽出した呼称候補のうち、出現回数が１回のみのも
のを除去する。 
呼称候補抽出の例を、図 2 に示す。図 2 は、メジャーリ

ーグプレーヤーの「松井秀喜」の呼称候補を抽出する例であ

る。 

 
図 2  呼称候補抽出の例 

Fig.2  Example of candidate mnemonic name 
extraction 

 
3.3 隣接パターン抽出と重みづけ 
 隣接パターン(フルネームと隣接する文字列) は、呼称候
補と同様、Web コーパスから抽出する。基本的には人物の
フルネームをクエリとして Web 検索を行い、フルネームが
出現する Web ページを取得・解析してパターンを得る。た
だし、同姓同名の人物が存在する可能性があるため、対象人

物と関連の深いオブジェクト(所属組織等) 名を補足的にク
エリに加える。 
 隣接パターンが得られたら、次に各パターンを、対象人物

のフルネームとどの程度関連が深いか、という観点から重み

づけする。重みづけには再びWeb コーパスを用いる。 
 ある prefix 隣接パターン prefix の重みは以下のように計
算する。prefix を含む Web ページ集合を R、  “prefix 
fullname” を含むWeb ページ集合を R1 とする。理論的に
は R1 は R のサブセットであり、R1 が R に占める割合が
高くなるほど prefix と fullname が共起しやすい、すなわち
関連が深いと考えられる(図 3)。以上を踏まえ、 “prefix 
fullname” を含むWebページ数(R1 の要素数) を prefix を
含むWeb ページ数(R の要素数) で割った値を、prefix の重
みとして採用する。 
 隣接パターン抽出と重みづけの手順を以下に示す。 
（ 1 ） 対象人物と関連の深い（同姓同名の人物が存在した
場合に、対象人物を一意に特定できる）オブジェクト名を rel 
obj とする。fullname AND rel objをクエリとしてWeb 検
索を行い、URL リスト(N 件)を取得する。 
（  2 ）  URL リストのWeb ページを取得・解析し、
fullname に隣接する文字列prefix, suffixを抽出する (図4)。
ここで、各prefix, suffixの適切な単語数はあらかじめわから
ないため、呼称候補抽出と同様に、fullnameに隣接する単語
列<t1t2...tm>の部分文字列をとる（ただし、品詞は考慮しな
い）。 
（ 3 ） 抽出したすべての prefix について、次のように重
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み w を計算する。prefix をある prefix とするとき、 
  =  sear hResults(prefix) 

r1  =  searchResults(prefix + fullname) 
  w(prefix)  =  r1 / r 
（ 4 ） 抽出したすべての suffix について、次のように重
み w を計算する。suffix をある suffix とするとき、 

  =  sear hResults(suffix) 
1  =  sear hResults(fullname+ suffix) 

w(suffix)  =  r1 / r 
 ここで、sea hResults(query) は、query を含む全Web 
ページ数を返す関数である。2

（ 5 ） 重みが閾値を超える prefix、suffix を隣接パターン
として選択する。 

 
図 3  Rと R1の関係 

Fig.3  Relationship between R and R1 
 

 
図 4  prefix, suffixパターン抽出例 

Fig.4  Example of pattern extraction: 
 

3.4 呼称候補の評価 
 次に、抽出した呼称候補を、隣接パターンと Web コーパ
スを用いて評価し、候補の絞り込みを行う。評価には、3. 1 節
で述べた２つ目のヒューリスティクスを用いる。すなわち、

ある呼称候補 cand が、隣接パターンの直前(後) にWeb コ
ーパス中に出現すれば、cand は実際に対象人物の呼称であ
る可能性が高い、とみなす。具体的な評価手順は以下に示す。 
（ 1 ）cand のスコアを0 に初期化する。 
（ 2 ）すべての隣接パターンについて、以下を繰り返す。 
（ a ） パターンがprefix 隣接パターンprefix の場合、

文字列prefix cand を生成する。パターンがsuffix隣接パター
ンsuffix の場合、文字列cand suffixを生成する。 
（ b ） 生成した文字列をクエリとしてWeb 検索を行い、
トータル検索結果数を得る。得られた検索結果数に、パター

ンの重み(w(prefix) もしくはw(suffix))を掛け合わせた値を
cand のスコアに足し込む。これは、隣接パターンの直前(後) 
に出現する回数が多く、またその隣接パターンの重みが大き

                                                  
2 実際には、正確にR, R1 を得ることは不可能である。実験では推定値とし
てYahoo!API のtotalResultsAvailable を利用した。 

いほど、cand が実際に呼称である可能性が高い、と考えら
れるためである。 
（ 3 ） 評価値の高い上位k件を呼称として選択する。 
 呼称候補評価手順の疑似コードを以下に示す。 
score(<cand>)=0 
for <prefix> in allPrefixPattern 
query="<prefix><cand>" 
score(<cand>)+=searchTotalResults(query)* 

w(<prefix>) 
end 
for <suffix> in allSuffixPattern 
query="<cand><suffix>" 
score(<cand>)+=searchTotalResults(query)* 

w(<suffix>) 
end 
 
4. 実験 
提案手法の有効性を検討するため、実際の人物を対象に実

験を行った。 
4.1 パラメータ設定 
• 呼称候補抽出 
‒ 解析するWeb ページ数: 500(件) 
‒ 抽出する文字列の(最大)形態素数: 5 

• 隣接パターン抽出 
‒ 解析するWeb ページ数: 500(件) 
‒ 隣接パターンの(最大)形態素数: 3 
‒ 隣接パターンの閾値: 0.01 
• 呼称候補の評価 
‒ 呼称として出力する候補数: 上位 5 件 

4.2 実験結果および考察 
 6人の人物について、提案手法を用いて呼称の抽出を行っ
た。それぞれの人物について、抽出された呼称候補、隣接パ

ターン、候補の評価後に呼称として抽出された候補を表 1‒6
に 示す。 
 表より、各対象人物の呼称として、おおむね妥当な文字列

が抽出されていることがわかる。各対象人物の呼称候補中に

は、呼称とはいえない文字列も多く含まれているため、隣接

パターンを用いた呼称候補の評価が候補の絞り込みに効果

的に働いたと考えられる。ただし、妥当な呼称とはいえない

文字列(表 6 の” 事件ホリエモン” など) を抽出していた
り、抽出すべきと考えられる呼称候補(表 1 の” 今信長” な
ど) を見逃している場合もみられる。また抽出された隣接パ
ターンの重み、呼称のスコアにかなりのばらつきがみられ、

適切な閾値が対象によって変わってしまうため、重み/スコア
算出方法の改善、自動的な閾値設定を検討する必要がある。 
 今回は「こと」という単語を手がかりとして、名詞から始

まる文字列をのみ呼称候補としたが、形容詞から始まる文字

列も考慮する、「こと」以外の言語的ヒューリスティクスを

利用する等、呼称候補の広げ方も検討していきたい。 
 
5. 結論と今後の課題 

Web コーパスを用いて、対象人物の(フルネーム以外の) 
呼称を抽出する手法を提案し、予備実験を通してその有効性

と問題点を検討した。今後の課題としては、呼称候補抽出お

よび隣接パターン抽出の改善、隣接パターン重みづけ・候補

評価式の改善、有名人以外の人物への拡張、人物以外のオブ

ジェクト(組織など) への拡張が挙げられる。また、Web は
常に更新されるため、時間要素も重要である。呼称は固定さ

れたものではなく、世の中の関心に伴って出現し、また変化
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していくだろう。ページの更新時刻や検索エンジンのキャッ

シュ時刻など、時間的な要素を組み込んだ手法も検討してい

きたい。 
 
 

表 1 ターゲット “小泉純一郎” (rel_obj “自民”) 
呼称候補 純ちゃん , ジュン様 , 政界の変人 , 

今信長, ライオンハート, ……(全 9
個) 

prefix隣接パターン 由起夫代表 VS, 人びと放送人, 松岡
洋右と, …… 

suffix隣接パターン の暴論青, 首相の汚い, 首相は二十
二, …… 

呼称 ポチ, 純ちゃん, ジュン様, ライオ
ンハート 

 
表 2 ターゲット “松井秀喜”  (rel_obj “ヤンキース”) 

呼称候補 ゴジラ, ヤンキースのゴジラ, 契約
したゴジラ, 松井, ……(全 44個) 

prefix隣接パターン 庵ヤンキースの, がヤンキース無念, 
善浩ヤンキースの,...... 

suffix隣接パターン 応援記買い物, 手術成功追記, のチ
ャンピョンリングゲットを,…… 

呼称 松井, ゴジラ, ゴジラ松井, マツイ 
 

表 3 ターゲット “荒川静香” (rel_obj “トリノ”) 
呼称候補 ちゃん , ーちゃん , イナバウアー , 

クールビューティー, ……(全 9個) 
prefix隣接パターン リアルタイムトリノ２, 華麗に完勝, 

最終日金,...... 
suffix隣接パターン 選手２４プリンスホテル, プロ初グ

ラビア, ２３プリンスホテル, …… 
呼称 ちゃん, イナバウアー, ビューティ

ー, ーちゃん, クールビューティー 
 

表 4 ターゲット “中田英寿” (rel_obj “ボルトン”) 
呼称候補 ヒデ, ジーコジャパンの王様, 活躍

するヒデ, ……(全 11個) 
prefix隣接パターン サングラスボルトン, セリエ A フィ

オレンティーナMF,…… 
suffix隣接パターン ヒデや日本, の伝説 Hide, ヒデの記

録,...... 
呼称 ヒデ, Hide 
 

表 5 ターゲット “坂本龍一” (rel_obj “YMO”) 
呼称候補 教授, 世界のサカモト, アホマン２

号, 音楽家教授, ……(全 33個) 
prefix隣接パターン ヒデや日本, の伝説 Hide, ヒデの記

録,...... 
suffix隣接パターン ウラBTTB ピアノ, 高橋幸宏ウイリ

アム,...... 
呼称 教授 , 世界のサカモト , 龍一教授 , 

キョージュ, 天才音楽家教授 
 
 

表 6 ターゲット “堀江貴文” (rel_obj “ライブドア”) 

呼称候補 リエモン, ホリエモン, もん, ほり
えもん, リえもん, ……(全 13個) 

prefix隣接パターン いる若きアントレプレナー, 思うヤ
ツ集合, 容疑の要旨,…… 

suffix隣接パターン 社長逮捕新, 社長郵政民営, 被告 33 
ら,...... 

呼称 ホリエモン, ほりえもん, 社長ホリ
エモン, ホリえもん, 事件ホリエモ
ン 
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